
両
陛
下
が
結
城
訪
問

ベ
ル
ギ
ー

国
王
夫
妻
と

郷
土
芸
能
や
紬
見
学

ッ
プ
国
王
夫
妻
＝
1
2
日
午
後
0
時
2
5
分
、
結
城
市
国
府
町
、
村
田
知
宏
撮
影

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
1
2

日
、
国
賓
と
し
て
来
日
し
て
い

る
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
国

王
夫
妻
を
案
内
す
る
た
め
、
そ

ろ
っ
て
結
城
市
を
訪
問
さ
れ

た
。
同
市
国
府
町
の
結
城
市
民

情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
郷
土
芸
能

や
本
場
結
城
紬
の
機
織
り
実
演

な
ど
を
見
学
さ
れ
た
。
両
陛
下

が
国
賓
を
伴
っ
て
来
県
す
る
の

は
、
2
0
0
8
年
1
1
月
に
ス
ペ

イ
ン
国
王
夫
妻
と
と
も
に
つ
く

ば
市
を
訪
問
さ
れ
て
以
来
と
な

る。

（
2
0
面
に
関
連
記
事
）

両
陛
下
は
海
外
の
王
族
が
国

賓
と
し
て
来
日
し
た
際
に
、
歓

迎
の
意
を
示
す
た
め
国
内
を
案

内
す
る
の
を
恒
例
と
し
て
い

る
。
今
回
は
結
城
市
が
ベ
ル
ギ

ー
の
メ
ッ
ヘ
レ
ン
市
と
姉
妹
都

市
協
定
を
結
ん
で
い
る
縁
も
あ

り
、
同
市
訪
問
が
決
ま
っ
た
。

両
陛
下
と
国
王
夫
妻
は
臨
時

専
用
列
車
で
栃
木
県
小
山
市
の

1
R
小
山
駅
に
到
着
後
、
車
で

結
城
市
へ
移
動
。
同
セ
ン
タ
ー

市
民
広
場
で
橋
本
昌
知
事
や
前

場
文
夫
結
城
市
長
ら
の
出
迎
え

を
受
け
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
市
立
結
城
申
吹
奏
楽
部
の
演

奏
と
、
県
指
定
彊
「
上

山
川
諏
訪
神
社
太
太
神
楽
」
を

楽
し
ま
れ
た
。

館
内
で
は
、
本
場
結
城
紬
の

地
機
織
り
実
演
の
ほ
か
、
結
城

紬
の
着
物
や
郷
土
工
芸
品
の
き

り
げ
た
、
き
り
だ
ん
す
を
興
味

深
そ
う
に
見
学
さ
れ
た
。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
天
皇
陛

下
と
国
王
の
説
明
役
を
務
め
た

小
林
仁
同
市
教
育
長
は
「
お
二

人
と
も
『
神
楽
は
い
つ
始
ま
っ

た
の
か
』
な
ど
熱
心
に
質
問
さ

れ
て
い
た
。
演
奏
後
の
生
徒
ら

に
も
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
感

激
し
た
」
と
話
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
周
辺
や
沿
道
に

は
5
千
人
を
超
え
る
市
民
ら
が

詰
め
掛
け
、
日
本
と
ベ
ル
ギ
ー

の
国
旗
を
振
っ
て
出
迎
え
た
。

両
陛
下
と
国
王
夫
妻
は
到
着
時

や
出
発
時
に
何
度
も
立
ち
止
ま

っ
て
笑
顔
で
手
を
振
り
、
歓
声

に
応
え
て
い
た
。

旗
を
手
に
最
前
列
で
見
守
っ

た
同
市
上
山
川
の
江
田
八
重
子

さ
ん
（
7
6
）
は
「
午
前
8
時
半
「
」

ろ
か
ら
座
っ
て
待
っ
て
い
た
。

天
皇
陛
下
が
お
元
気
そ
う
で
何

よ
り
と
思
っ
た
」
と
話
し
た
。

（
松
下
倫
、
小
原
瑛
平
）

ト
ヨ
タ
と
ス
ズ
キ
提
携
へ

I
T
、
環
境
の
先
端
分
野

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
ス
ズ
キ
は

1
2
日
、
業
務
提
携
に
向
け
た
協

議
を
始
め
る
と
発
表
し
た
。
自

動
運
転
な
ど
の
I
T
や
環
境
対

応
車
、
安
全
技
術
と
い
っ
た
先

端
分
野
で
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
す
る
。
ト
ヨ
タ
の
豊
田

章
男
社
長
は
東
京
都
内
で
記
者

会
見
し
「
資
本
も
含
め
て
（
協

議
は
）
こ
れ
か
ら
だ
」
と
述
べ
、

ス
ズ
キ
に
対
し
て
出
資
も
検
討

し
て
い
く
考
え
萱
不
し
た
。
ス

ズ
キ
の
鈴
木
修
会
長
は
「
（
ス

ズ
キ
の
）
将
来
が
危
う
い
こ
と

一
を
理
解
し
て
い
た
」
と
提
携
協

一
議
の
理
由
を
説
明
。
ト
ヨ
タ
の

傘
下
に
入
る
か
ど
う
か
は
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
。

（
2
面
に
関
連
記
事
）

ト
ヨ
タ
は
昨
年
5
月
、
マ
ツ

ダ
と
包
括
提
携
で
基
本
合
意
し

て
い
る
。
先
端
技
術
の
開
発
競

争
は
激
化
し
て
お
り
、
ス
ズ
キ

と
も
連
携
し
て
、
競
争
力
を
高

め
る
考
え
だ
。
今
回
の
提
携
協

議
で
国
内
は
ト
ヨ
タ
、
日
産
自

動
車
、
ホ
ン
ダ
の
3
陣
営
へ
の
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がたし「感激」「あ

雲居媚笑芸結城市民が歓迎

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
と
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
国
王
夫

妻
の
来
県
に
、
結
城
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
沿
道
に
集
ま

っ
た
結
城
市
民
は
大
い
に
沸
い
た
。
市
立
結
城
中
吹
奏
楽
部

や
上
山
川
諏
訪
神
社
、
工
芸
品
職
人
の
面
々
は
、
同
市
の
歴

史
と
伝
統
を
見
て
も
ら
い
、
両
陛
下
と
国
王
夫
妻
に
お
声
を

掛
け
ら
れ
た
こ
と
に
「
感
激
し
た
」
　
「
あ
り
が
た
い
」
と
そ

れ
ぞ
れ
気
持
ち
を
表
現
し
た
。

結
城
紬
の
機
織
り
の
実
演
を
ご
覧
に
な
る
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
と
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
国
王
夫
妻
＝

1
2
日
午
後
2
時
1
7
分
、
結
城
市
国
府
町
（
代
表
撮
影
）

」ヽ■日
日
ノ

同
吹
奏
楽
部
は
同
市
国
府
町

の
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
の
舞
台

で
歓
迎
の
演
奏
を
し
た
。
「
こ

う
い
う
場
で
演
奏
で
き
る
と
聞

い
て
か
ら
、
い
い
演
奏
を
し
よ

う
と
毎
日
心
掛
け
て
い
た
」
と

同
部
長
の
松
尾
衿
菜
さ
ん

（
1
4
）
。
本
番
で
は
時
折
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
な
が
ら
、
楽
し
げ
に

音
楽
を
届
け
た
。
王
妃
か
ら
「
す

て
き
な
演
奏
を
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
と
い
い
、
松
尾
さ

ん
は
「
吹
奏
楽
を
続
け
さ
せ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
親
に
伝

え
た
い
」
と
語
っ
た
。
だ
い
だ
い
か
く
■
り

上
山
川
諏
訪
神
社
太
太
神
楽

保
存
会
の
須
藤
克
己
会
長
（
6
0
）

は
、
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
太
太
神
楽
」

で
、
え
び
す
様
役
と
し
て
タ
イ

な
ど
を
釣
り
上
げ
る
舞
を
披

露
。
須
藤
会
長
は
「
最
初
か
ら

最
後
ま
で
緊
張
し
た
。
陛
下
に

握
手
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

感
激
し
た
」
と
喜
ん
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
2
階
で
の
結
城

紬
の
見
学
で
は
、
織
り
手
の
野

村
明
美
さ
ん
（
5
6
）
が
地
機
織
り

を
実
演
し
た
ほ
か
、
県
本
場
結

城
紬
織
物
協
同
組
合
の
野
村

寛
司
理
事
長
（
6
1
）
が
結
城
紬
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
野
村
理
事

長
は
「
皇
后
陛
下
は
糸
つ
む
ぎ

に
す
「
し
く
興
味
を
示
さ
れ
て
い

て
、
見
て
い
た
だ
け
て
非
常
に

あ
り
が
た
い
」
と
感
慨
深
げ
だ

った。き
り
げ
た
の
見
学
の
際
に

は
、
天
皇
陛
下
が
自
ら
フ
ィ
リ

ッ
プ
国
王
に
「
き
り
は
軽
い
木

な
の
で
非
常
に
速
く
大
き
く
な

る
」
と
「
」
説
明
さ
れ
る
場
面
も

あ
っ
た
。
結
城
桐
製
品
組
合
の

柳
田
幸
夫
組
合
長
（
6
5
）
は
「
国

王
か
ら
『
普
段
か
ら
履
い
て
い

ま
す
か
』
と
質
問
を
頂
き
、
祭

り
の
時
な
ど
に
履
い
て
い
ま
す

と
答
え
た
。
「
」
説
明
で
き
た

こ
と
は
と
て
も
名
誉
」
と
話

し
た
。
（
溝
口
正
則
、
小
原
瑛
平
）


